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「令和４年 地域とともに」の発行にあたって 
 

工学部長 鈴木祥広 
 
令和２年に流行した新型コロナ感染症の流行は、令和３年になってさらに世界中でさら

に拡大し、東京や大阪などの大都市圏のみならず、宮崎県にも甚大な影響を及ぼしまし

た。しかし、令和 4年に入ってようやくコロナ感染をある程度、制御できるようになりま

した。そこで工学部では、令和 4年度の行事は、コロナ感染防止に配慮しつつ、対面方式

で開催することにしました。地域住民との交流の場となる「アドベンチャー工学部」、高

校生を対象とした「テクノフェスタ体験入学」などの工学部を紹介できる事業が復活でき

たことは嬉しい限りです。令和 5 年度以降は、コロナでの経験も踏まえて、旧来の対面方

式での参加だけでなく、会場にこられない参加希望者もオンラインなどを活用して参加で

きるようにする、デュアル方式の開催方法なども検討していく予定です。着手できる事業

から少しずつ試みていきます。もし、ご提案やご希望がございましたら、「令和４年 地域

とともに」の編集担当にご連絡ください。直ぐに検討を開始します。 

ところで、非常に残念なことですが、全国的に工学部の人気、すなわち受験者数が激減

してきています。宮崎大学工学部もその負のトレンドに入りかけています。なぜなのでし

ょうか。明確な理由はまだわかりません。しかし、工学は、現在、50 年後、100 年後にお

いて、人類の生命・生存にとって無くてなはならない学問・技術です。我々の生活は、朝

起きてから夜寝るまで、工学の技術によって支えられています。工学部の人気を復活させ

ることが最重要なミッションであります。将来の工学を担う子供たちを育成するために

は、子供たちに早くから科学に関心を持ってもらい、理科が大好きな少年・少女を育てる

ことが必要です。工学部では、子供たちが科学の素晴らしさやものづくりの楽しさが体験

できるようなイベントを今後も工夫を凝らしながら企画・実施していきます。 
本冊子は令和４年度に工学部が取り組んできた活動を紹介するものです。本冊子に掲載

されている取組みに積極的にご協力いただきました皆様方に心から御礼申し上げます。ま

た、これらの取組を企画、実施していただきました工学部教職員やお手伝いをいただきま

した学生の皆さんに感謝いたします。 
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令和 4 年度 工学部テクノフェスタ(体験入学)・アドベンチャー工学部 
 
１．来場者数 

工学部テクノフェスタ(体験入学) 来場者数：203 人  
アドベンチャー工学部 来場者数（アンケート回答数）：80 名 

 
２．事業実施内容 
工学部テクノフェスタ（体験入学）は、県内外の高校生に宮崎大学工学部を広く深く知って

もらうことを目的に、毎年清花祭（大学祭）の日に合わせて工学部広報・地域連携委員会が

企画運営している。今年度で 23 回目の開催となり、2021 年 11 月 20 日（日）に実施され

た。コロナ禍の影響で令和 2 年度は中止、令和 3 年度はオンラインでの実施であり、対面

では 3 年ぶりの開催であった。また、アドベンチャー工学部は、宮崎大学工学部を一般市民

に広く知っていただくととともに、地域の方々との交流を深めることを目的として、工学部

テクノフェスタ（体験入学）と同日に開催しており、今年度で 11 回目の実施であった。コ

ロナ禍の影響で、令和 2、3 年度は中止をしており、3 年ぶりの開催であった。 
 工学部テクノフェスタ（体験入学）では、工学部工学科の 6 プログラム（応用物質化学、

土木環境工学、応用物理工学、電気電子工学、機械知能工学、情報通信工学）がそれぞれ特

色ある講義と実習を企画し、高校生に希望する企画を体験してもらい、各プログラムの教

育・研究内容と工学の面白さを知ってもらうことをねらいとしている。また、高校生が進路

を選択する上で少しでも参考になることを期待して実施している。講義終了後にウェブ上

でアンケートを実施し、講義・実習を実施した講師から参加者に修了証書が授与された。実

施したアンケートの結果、アンケートに回答した 98％が「参加してよかった・まあまあよ

かった」と回答しており、また 95%で「宮崎大学工学部に関心がわいた」と回答している。

また、「体験入学に参加してみて、宮崎大学工学部に進学しようと考えましたか。」にて「考

えた・選択肢の一つとして考えた」と回答したのが 97 名おり、工学部テクノフェスタ（体

験入学）が宮崎大学工学部進学へのきっかけに大きく貢献していることがわかった。 
 本年度のアドベンチャー工学部では、幼稚園児や小・中学生を含む一般市民を対象とし、

科学実験や科学工作等の体験を通して工学部の 6 プログラム 2 センター(工学基礎教育セン

ター/教育研究支援技術センター)で行われている教育・研究や工学の面白さに触れていただ

ける 8 ブースを実施している。各ブースとも一般市民の興味を引くようなテーマを設定し

ている。アドベンチャー工学部でも、アンケートを実施しており、「とても楽しかった・楽

しかった」と 99%の来場者が回答しており、おおむね好印象であった。 
 工学部テクノフェスタ（体験入学）とアドベンチャー工学部は、宮崎大学工学部と高校生、

地域の子供から大人まで多くの方々と交流できる大変良い機会となっており、工学部にお

ける主要な大学開放事業及び地域貢献事業として今後も実施内容のさらなる工夫と改善を

行いながら継続すべきであると思われる。 
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第２３回 宮崎大学工学部 テクノフェスタ体験入学 

プログラム 

 
令和４年１１月２０日（日） 

9:30～10:00 受付・資料配付  （農学部 L20４前） 
10:00～10:30 体験入学 入学式 （農学部 L20４） 

  鈴木 祥広 工学部長挨拶 

10：30～12：00 講義 
 
応用物質化学プログラム（B106）       講師：井澤 浩則 教授 
「色素による光の吸収と蛍光」 

土木環境工学プログラム（B107）        講師：関戸 知雄 准教授 

「廃棄物のリサイクルと都市インフラ整備」 

応用物理工学プログラム（B109）        講師：福山 敦彦 教授 

「未来社会を実現する半導体の正体とは？」 

電気電子工学プログラム（D204）       講師：永岡 章 准教授 

「“アツアツ”を“ビリビリ”にする熱電変換発電」 

機械知能工学プログラム（B112）        講師：川末 紀功仁 教授 

「超スマート社会をつくる知能機械（講義編）」 

情報通信工学プログラム（A116）         講師：高橋 伸弥 助教 

「私たちの生活を支える情報通信技術」 

12:00～13:00 昼食 

13:00～14:30 各プログラムでの実験・演習 

応用物質化学プログラム（A512）       講師：井澤 浩則 教授 
「蛍光分子を作ってみよう」 
 

土木環境工学プログラム（C625）         講師：関戸 知雄 准教授 
「廃棄物の行きつく先＝焼却残渣のリサイクルを科学する」 

応用物理工学プログラム（B109）          講師：福山 敦彦 教授 
「半導体が作り出す人工光と自然光を分光して比較しましょう」 

 

電気電子工学プログラム（D204）       講師：永岡 章 准教授 

「熱電変換発電を体験しよう」 

機械知能工学プログラム（B112,B108）   講師：川末 紀功仁 教授 
「超スマート社会をつくる知能機械（体験編）」 

情報通信工学プログラム（A119）    講師：高橋 伸弥 助教 
「体験ニューラルネット」 

14:45～15:00 体験入学 修了式（各プログラム実施会場） 
（１）修了証書授与式 
（２）アンケート実施・回収 

 

15:00     終了 
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アドベンチャー工学部プログラム 

 

 
令和４年１１月２０日（日） 10:00 ～ 16:00 

 
 
応用物質化学プログラム（2Fラウンジ）    講師：湯井 敏文 教授 
「色や香りのするスライムをつくろう！」 

土木環境工学プログラム（B204）        講師：森田 千尋 教授 

「木材で橋を作り、渡ってみよう！」 

応用物理工学プログラム（B203）        講師：亀山 晃弘 助教 

「光の不思議」 

電気電子工学プログラム（B202）       講師：淡野 公一 教授 

「LEDの点灯と発電の実験」 

機械知能工学プログラム（B206）        講師：山子 剛 准教授 

「からだを動かしロボットを操作？！えっ、ガンダム？エヴァ？」 

情報通信工学プログラム（B205）         講師：山場 久昭 助教 

「こうがクエスト」 

工学基礎教育センター（２Fラウンジ）    講師：大榮 薫 准教授 
「カラフルなスライム・人工イクラをつくろう」 
 

教育研究支援技術センター（ものづくり教育実践センター） 講師：濵畑 貴之技術職員 
「ものづくり体験教室」 
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宮崎県立宮崎南高等学校との 

「産学官連携による人の地域循環教育プログラムの研究開発」事業 

 
 文部科学省「地域との共同による高等学校教育改革推進事業」指定校の宮崎県立宮崎南高等学校と共

に、「産学官連携による人の地域循環教育プログラムの研究開発」の事業を 2019 年度から開始し、本年

度で 4 年目となる。本年度は宮崎大学工学部から 3 名の教員が、フロンティア科の高校 2 年生が考えた

以下の課題研究テーマ（初期提案テーマ）に対して課題研究指導を実施した。各課題 3 名から 4 名の生

徒で 1 グループとなっている。 
 
2022 年度実施課題研究テーマと担当教員 

（フロンティア科） 

テーマ「無敵の家を作るには」担当教員：横道 政裕 

テーマ「黒板？リモート？いやＡＲでしょ！！！」担当教員：坂本 眞人 

テーマ「災害時に向けた避難と対策」担当教員：出原 浩史 
 
 
 
●令和 4 年度坂本教員が担当した課題研究テーマの

事例について紹介する。宮崎南高等学校の生徒から、

当初ドミノの仕組みと活用方法に関する力学のシミ

ュレーションに関する研究テーマを提案されたが、

その後メールのやり取りや打ち合わせを通じて、宮

崎南高等学校のゆるキャラ“みなぴょん”を 3DCG
で表現し、AR（拡張現実）を通じて 3DCG の“みな

ぴょん”が学内を案内する研究テーマに変更した。

3DCG ソフト Blender の操作や AR の環境設定等高

校生にとっては高度な内容であったが、熱心に取り

組まれて、短時間でみごとにシステムを完成させることができた。これによって、中学生に宮崎南高等学

校について興味を持って頂き、オープンスクールなどの学校紹介や学校行事において受動的な見学から

能動的な見学に移行できるということで教職員や学生からも高い評価を得た。9 月 22 日の宮崎公立大学

での中間発表会および 12 月 9 日の宮崎南高等学校での成果発表会を通じて、フロンティア科で第 3 位に

入賞することができ、3 月に実施される宮崎県の研究発表会に出場することが決まった。本事業により、

多くの高校生が理工系分野や宮崎大学に大いに関心を持って頂ければ幸いである。 
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宮崎北高等学校スーパーサイエンスハイスクールへの協力 

 

宮崎大学産学・地域連携推進会議委員    

北高SSH 運営指導委員会委員  山内 誠 

 

宮崎県立宮崎北高等学校は、文部科学省からスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定を平成 15

年度に初めて受け、現在は第4期として、これまでの基礎枠だけでなく重点枠も含め令和元年度から5年間

の指定を受けている。北高のSSHにおける基礎枠の研究開発課題は、実践開発型課題として「地域創成に

携わる科学術系人材を育成する教育プログラムの開発」であり、北高内での教育方法に関する開発を進め

ている。また、重点枠の研究開発課題は、「探求型学習の全県普及を加速させる持続的なコンソーシアム

の構築」であり、基礎枠で培ったノウハウを宮崎県内に普及することが目的である。次年度は指定の最終

年度であるため、課題に対するまとめを意識した取り組みを行っている。 

宮崎大学は、同校の SSH 指定初年度より県教育委員会からの協力要請を受け、その運営に協力してい

る。令和４年度も運営指導委員会の体制は基礎枠と指定枠に分けられ、工学部からは基礎枠の運営指導

委員として Thi Thi 教授、重点枠の運営指導委員として山内の２名が委嘱され、SSH の運営に協力した。 

 

記 

 

令和 3 年度 宮崎北高等学校 SSH に対する協力 

1．運営指導委員会 

第 1 回 令和 3 年 6 月 30 日   午前：基礎枠 午後：重点枠  宮崎北高等学校 多目的室 

第 2 回 令和 3 年 11 月 24 日  午前：基礎枠 午後：重点枠  宮崎北高等学校 多目的室 

              

2．AO 入試合格者への入学前指導内容の指定 

宮崎大学工学部の総合型選抜合格者に対し、北高に限らず入学前に工学教育基礎センターが数

学の課題を課している。 

 

   3．その他 

令和 5 年 3 月 宮崎北高 SSH 担当教員による訪問報告 
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宮崎県立宮崎西高等学校付属中学“「探究」の時間”講義協力 

 

宮崎大学工学教育研究部 

環境・エネルギー工学研究センター 

奥山勇治 

 

 宮崎県立宮崎西高等学校付属中学では「総合的な学習」の時間を活用して、中学生に科学

の面白さや奥深さを伝え、将来、科学の分野で世界をリードする生徒の育成を目指した「探

究」の時間が設定されている。この講義の実施に際し、下記の講義を担当した。 

 

講義実施日：令和 4 年 11 月 8 日 

講義名：「水素が動くセラミックスと持続可能なエネルギー社会を目指した次世代家庭用燃

料電池の開発」 

 

令和 4 年 11 月 8 日に宮崎県立宮崎西高等学校付属中学 1 年生約 80 名を対象に、地球温暖

化問題とその解決である二酸化炭素削技術として期待されている水素イオンが動くセラミ

ックスを使った燃料電池の研究開発について講義をした。まず初めに将来研究者を目指す

学生のために日本の若手研究者育成支援を含めて私の研究者としてのキャリアパスについ

て紹介した。その後、環境問題、エネルギーの過去・現在・未来、水素による持続可能なエ

ネルギー社会について講義した。講義では研究の背景である地球温暖化問題や二酸化炭素

削減課題など環境問題について原因や身近な節電の効果など SDGs なども含めて説明した。

さらに新しい技術開発として水素エネルギー社会の構築について日本の方針や国内の水素

に関する開発事例について紹介した。聴講学生にもわかるように水素というものの性質か

ら利用例、そして燃料電池開発や AI による材料開発など最先端の開発について講義した。

さらに過去に映画などで描かれていた未来技術とその実現について紹介した。また、大学で

の研究を実感してもらうために動画にて大学研究室の様子を紹介した。本講義では未来の

研究者、エンジニアである聴講学生に“環境問題への意識”“ものづくりの大切さ”を認識

してもらえるように思いを込めて実施し、真剣なまなざしで学生は講義を聴講してくれて

いた。途中で休憩を挟んだ際に多くの学生が水素やアンモニアについて質問があり未来の

燃料について関心を示してくれた。今回の講義‘探求の時間“のように次世代を担う学生に

最先端の技術開発に触れてもらうことで、日本の科学技術の発展に繋がれば幸いである。 
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【工学基礎教育センター】 

 
宮崎西高等学校附属中学校 探究授業への協力 

 
講師：川崎 典子  

 

  
【日時】 2022 年 12 月 6 日（火） 
【場所】 宮崎西高等学校附属中学校 視聴覚室 
【参加者】中学 1 年生 2 クラス 
【講演タイトル】「社会科学とは？オセアニアの不思議」 
【概要】 
実際に大学で研究活動をしている者が、中学生に対して研究活動の内容について具体的に話し、

研究の面白さや難しさを伝えることで、科学や研究に対する中学生の興味・関心を高めることを目

的とした宮崎西高等学校附属中学校の教育活動で、大学進学希望者のキャリア教育の一環としても

設定されている。その教育活動の授業の一つに出前講座という形で協力した。 
授業では、科学分野において自然科学と人文科学に比べて言葉としてあまり知られていない「社

会科学」について説明し、自分自身の研究テーマである「防災教育」について解説した。また、研

究対象の一つとするバヌアツ共和国について触れ、防災教育の観点だけではなく、生活や文化の側

面についても写真を交えてバヌアツ共和国の魅力を話した。 
中学生が取り組んでいる探究学習との共通項が多い「社会科学」であり、世界的なことに興味の

高い中学校であったことから、私の研究活動を熱心に聞いて記録する様子や、バヌアツ共和国とい

う未知の場所に興味津々で写真を見ている姿が見られた。 
「バヌアツ共和国に行って見たいと思いますか？」という質問に「すぐにでも行きたい」と答え

る中学生は少なかったが、「いつか行って見たい」と考えてくれた中学生がいたことを大変嬉しく

感じた。 

      

   
授業で使用したスライド資料の一部 
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数学     担当 梅原守道（工学基礎教育センター） 
工業（機械系）担当 申 炳録（機械知能工学プログラム） 

 
 

本ネットワークは、宮崎県下の高等学校と宮崎大学工学部との教育に関する様々な連携活動を

踏まえ、平成１８年に設立されました。設立以降、数学・物理・化学・工業（機械系・電気系）

の各部会で継続して高大連携が進められています。本稿では、令和４年１月から１２月における

本ネットワークの主な活動の概要を紹介します。より詳しい活動報告等は次のネットワーク専用

のウェブページに掲載していますので是非ご覧ください｡ 
 

*ネットワーク専用のウェブページ 
https://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/eng-network/index.html 

宮崎大学工学部のトップウェブページの一番下に「高等学校と宮崎大学工学部 
との教育ネットワーク」というバナーがありますので、そこからも行けます 

 
 
１．高大連携と教科間の連携（数学） 

数学部会では、日本数学オリンピック（ＪＭＯ）の問題に高校生が挑戦する機会を提供する目

的で、平成２６年８月に第１回「高校生講座：数学オリンピックに挑戦！」を開催した。この高

校生講座はその後も年１回（８月）の開催が続いており（ただし令和２年を除く）、令和４年に

は第８回を次のように開催した。 
 

第８回（令和４年８月４日、１０時～１６時）（於 宮崎大学工学部） 
 ・午前の部 予選問題に挑戦！ 
       講師： 安田和仁教諭（宮崎西高校）、髙橋広興教諭（宮崎西高校） 
 ・午後の部 本選問題に挑戦！ 
       講師： 平山浩之氏（宮崎大学教育学部）、今隆助氏（宮崎大学工学部） 

 
この講座には過去最高の３７名の申し込みがあり、大変盛況であった。高校生が普段はあま

り接することの少ない「難問」に熱心に取り組む様子がみられ、発表や議論も活発に行われた。 
 
 
２．高大連携と教科間の連携（物理） 

物理部会では、高大連携の柱として｢高等学校と大学との物理教育に関する連絡会｣を定期的に

開催している。この連絡会では、学内外から講師を招いての各種講演会や、高校や大学の教員に

よる教育・研究の発表などが活発に行われている。令和４年には次の２回の会合が開催された。 
 

第３９回（令和４年７月３０日）（於 宮崎大学工学部） 
 ・講演会 題目：カーボンニュートラル達成に向けた熱電変換技術への期待 
      講師：永岡 章氏（宮崎大学工学部） 
 ・協議テーマ：生徒実験におけるデータ処理 

 
第４０回（令和４年１２月１７日）（於 宮崎大学工学部） 
 ・講演会 題目：新課程入試の情報整理とＩＣＴ活用について 
      講師：長 義幸氏（株式会社ベネッセコーポレーション） 

高等学校と宮崎大学工学部との教育ネットワーク 
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 ・協議テーマ：１ 新課程に対応した大学入試共通テストの動向について 
        ２ 物理授業におけるＩＣＴ活用 

 
各会合の詳細（実施報告書）がネットワーク専用ウェブページの「物理部門」に掲載されて

いるのでそちらも是非ご覧いただきたい。（https://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/eng-
network/physics/index.html） 
 
 
３．インターンシップ（機械系） 

①大学での工業高校生のインターンシップについて 
「工業高校生のインターンシップ」（機械系工業高校生のための宮崎大学での体験授業）を令和４

年８月１７日～１９日の３日間で実施した。この行事は高大連携協議会（機械系）において高校側か

ら提案された要請に応えて平成２７年度から毎年実施されているが、令和２年、３年度はコロナウイ

ルス感染拡大防止のため中止され、今年３年ぶりに実施された。今回で第６回目となる。参加生徒は、

都城工業高等学校（１名）、佐土原高等学校（８名）からの合計９名であった。最初に、学科紹介と

オリエンテーションを行った後、３日間にわたり５テーマ分の体験授業を実施し、各テーマに対する

レポートを提出させ、最後に発表会と質疑応答を行った。体験授業後、参加生徒に体験授業の概要を

作成させる時間を設け、生徒が体験授業の内容を整理できるように配慮した。発表会後に実施した受

講生へのアンケート結果によれば、参加目的は大学進学の参考とすること、開催時期・期間は今の時

期・期間で良いこと、自分自身のインターンシップ参加目的は十分達成できたこと、参加した生徒か

ら大学授業に参加する機会はあまりなく新しい発見もできたので参加して良かったなどの感想があ

り、当行事は高校生のキャリア意識の醸成に有用であったといえる。 
 

②高校での大学生のインターンシップについて 
宮崎県教育委員会主催の令和４年度スクールトライアル事業については、コロナウイルス感染影

響等の諸般事情により、応募できなかった。 
 
 
４．高大連携協議会（機械系） 

工業系部会では、宮崎県下の工業高校と宮崎大学工学部との間での協議会を継続的に開催してい

る。令和４年度は機械系において次の協議会（第１８回）が開催された。 
 
○令和４年１２月１６日（於 宮崎大学） 
高校の進路状況、大学の近況および進路状況、今後の高大連携・入試制度について情報を交換し、

以下のとおりに協議を行った。 
① 当プログラムでの工業高校生のインターンシップについて 
令和４年度実施状況に踏まえ、次年度からは可能であれば定員（現在１０名）を増やしてほしい、

開催時期を７月末～８上旬あたりに早めることは出来ないか、３日間での開催を２日間の日程に調

整できれば遠方の高校からも参加し易くなるのでは、等の意見がなされた。これらについて、同時実

験可能人員、オープンキャンパスの実施時期、レポート作成内容の精選化等を考慮し検討することに

した。 
② 高校での大学生のスクールトライアルについて 
高校として教員志望者を増やすためにも是非受け入れたいとの希望があり、令和５年度に県教育

委員会がスクールトライアル事業を実施することになれば、大学でのインターンシップと同様、新プ

ログラムの学生へ参加案内し参加を勧めることにした。 
③ アドミッション委員から宮崎大学が行われている入試制度等について紹介し、検討中の新

しい推薦入試制度や令和７年度入試から変化のある共通テスト等について情報交換を行った。  
④ その他、高校定員割れの問題が挙げられ、女子に興味を持たせる手立てやカリキュラムを考

えてみてはどうかなどの意見交換を行った。 
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 宮崎大学では、本学の教育研究について地域の理解を深めることを目的として、高等学校や高等専門

学校に本学教員が出向いて講義を行う「出前講義」を行っています。学問の最先端の話題や魅力について

の紹介や、本学の入学者受け入れ方針・教育目標について説明します。高等学校と本学との連携の一環と

して、お気軽に御利用ください。申し込み・お問い合わせは宮崎大学学生支援部入試課までお願いしま

す。 

令和４年に工学部の教員が行った研究内容の講義および工学部の案内(進学説明を含む)を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題  目  自然災害と土木 ～土木環境工学がつくる安全・安心なくらし～ 

 担当教員 土木環境工学プログラム 末次 大輔 

 日時 講義先  9月14日（水）14:55～16:50 宮崎南高等学校 56名 

 講義内容 

  土木の仕事，歴史，最新の技術を紹介し，我が国で発生した大災害の教訓や、防災・減災におけ

る土木環境工学の役割などについて解説した。また，工学部工学科の紹介，土木環境工学プログラ

ムのカリキュラムについて説明した。 

 

 

題  目 「令和」を支える、サービスロボットの最前線‼ 

題  目  工学部の魅力 （工学部とは/世界の脱炭素化の取り組み） 

 担当教員  電気電子工学プログラム 吉野賢二 

 日時 講義先  6月4日（土）10:00～11:50 宮崎北高等学校 122名 

 講義内容 

  最初に宮崎大学工学部の紹介を行った。その後、世界の脱炭素化の取り組みとして、2019年12月

に開催された気候変動枠組条約第25回締約国会議（COP25）で2050年温室効果ガスの排出量を実質

ゼロにすることが提言され、それに対する世界および日本、宮崎大学の取り組みについて講義を行

った。 

題  目   IoTを支える電子デバイス 

 担当教員  応用物理工学プログラム 前田 幸治 

 日時 講義先  9月14日（水）14:55～16:50 宮崎南高等学校 約80名 

 講義内容 

   DXを支える柱の一つであるIoTについて、用語の説明から、電子デバイスがどのように活用され

ているかを、各種センサーと集積回路などを具体例に、物理を習っていない生徒にもわかるように

数式を使わず説明した。いくつかの電子デバイスを回覧して、直接手に取って見てもらい印象付け

た。 

出前講義（令和４年度） 
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 担当教員 機械知能工学プログラム 李根浩 

 日時 講義先 7月8日（金）13:50～15:30 熊本県立人吉高等学校 40名 

 講義内容 

  機械知能工学プログラムの紹介（教育方針、機械技術者の役割、プログラムで学ぶ専門分野、

研究分野、就職先など）、担当の研究室の卒業研究と院生の研究について紹介した。また、サビ

ースロボットの現状と今後の展望について講義を行った。最後に、1・2年生に向けた講義であっ

たため、オープンキャンパスや総合型選抜入試、工学部テクノフェスタ体験入学を案内した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題  目  カーボンニュートラル社会を目指す人工光合成の研究 

 担当教員  応用物質化学プログラム 白上 努 

題  目  先端機能性材料が開く世界～エネルギーデバイスを中心に～ 

 担当教員  応用物質化学プログラム 酒井 剛 

 日時 講義先  7月9日（土）9:00～10:30 日南高等学校 20名 

 講義内容 

  現代のエネルギー変換および貯蔵技術を支えるデバイスとして、二次電池と燃料電池を取り上げ

、それぞれのデバイスで用いられている正極材料としての水酸化ニッケルおよび電極触媒としての

白金担持酸化物触媒等について講義し、先端機能性材料が開く世界について、今後の展望も含めて

紹介した。 

題  目  高度な画像処理技術やAI技術を活用した研究開発 

 担当教員  情報通信工学プログラム  Thi Thi Zin 
 日時 講義先  7月25日（月）10:40～12:10 宮崎学園高等学校 46名 

 講義内容 

  はじめに、工学部全体の紹介、プログラムの紹介を行った。その後、講義題目のテーマで、研究

成果の実例を挙げてプレゼンテーションを行った。見守りが必要な患者に対して、深度カメラから

得られた距離画像（深度画像）を用いて、高度画像処理技術とAIによる「自立生活を支援するため

の高齢者24時間見守りシステムの開発」について紹介した。さらに、畜産を主産業とする地域の活

性化につながる、応用事例を紹介した。高校生にも理解できるような内容の説明に心掛けた。 

題  目  からくり人形から始まった、日本のサービスロボットの最前線 

 担当教員  機械知能工学プログラム 李根浩 

 日時 講義先  7月20日（水）9:50～12:30（2回開催） 

都城泉ヶ丘高等学校 1回目 21名、2回目 28名 

 講義内容 

  機械知能工学プログラムの紹介（教育方針、機械技術者の役割、プログラムで学ぶ専門分野など

）、担当の研究室の卒業研究と院生の研究について紹介した。また、からくり人形から始まった日

本サービスロボットの歴史とサービスロボットの現状について講義を行った。最後に、オープンキ

ャンパスや総合型選抜入試、工学部テクノフェスタ体験入学を案内した。 
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 日時 講義先  7月20日（水）10:10～12:15（2回開催）  

都城泉ヶ丘高等学校 1回目 20名、2回目 24名 

 講義内容 

  カーボンニュートラルの理想的なシステムである植物の光合成のしくみを解説した上で、人工的

に光合成のシステムを構築するにはどのようにすれば良いかについて、最先端の研究例を取り入れ

ながら講義した。後半は、大学（理科系）での学習方法や大学生活について紹介した。 

 

 

題  目  最先端の土木環境工学による安全・安心で持続可能なまちづくり 

 担当教員  土木環境工学プログラム 入江 光輝 

 日時 講義先  7月9日（土） 9:00～10:10  

都城西高等学校 25名 

 講義内容 

  課題探求の授業のテーマを探している1年生を対象に、土木環境工学の社会の発展に対する貢献

、歴史、現代土木の課題とそのソリューション等について解説した。さらに宮崎大学工学部につい

て、総合型入試、入学後のカリキュラム、就職、学生生活等についても情報提供した。 

 

 

題  目  豚の体重が見えるAIメガネ 

 担当教員  機械知能工学プログラム 川末 紀功仁 

 日時 講義先  7月9日（土）9:00～10:10 都城西高等学校 26名 

 講義内容 

  

 

 

題  目  宮崎に豊富に降りそそぐ太陽光を用いたエネルギー製造 

 担当教員  キャリアマネジメント推進機構テニュアトラック推進室 太田 靖之 

 日時 講義先  10月30日（土）9:05～10:15 都城西高等学校 15名 

 講義内容 

  知能機械とはどういうものか、自動運転の自動車を例にその構成要素について説明した。センシ

ング・頭脳・機械のそれぞれの要素について役割を説明し、応用として、大学で研究している畜産

の自動制御について紹介した。 

 

 

 

 

 

題  目  元素の起源〜原子核と放射線の世界〜 

 担当教員  応用物理工学プログラム 前田 幸重 

 日時 講義先  9月22日（木）1回目 14:40～15:30 2回目 15:40～16:30  

宮崎西高等学校 1回目 40名、2回目 25名 
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 講義内容 

  簡単なクイズを交えながら、原子の構造、原子核とは何かを説明した後、元素周期表に記載されて

いる 118 種類の元素が星の進化の中でどのように作られるのかを説明した。続いて放射線の種類と、

半導体による放射線検出原理について説明し、家庭用放射線検出器を配布して教室内の空間放射線の

測定を生徒に行わせた。最後に、工学部および応用物理工学プログラムについて簡単に紹介した。 

 

 

題  目  豚の体重が見えるAIメガネ 

 担当教員  機械知能工学プログラム 川末 紀功仁 

 日時 講義先  9月22日（木）1回目 14:40～15:30 2回目 15:40～16:30  

宮崎西高等学校 1回目 45名、2回目 45名 

 講義内容 

  知能機械とはどういうものか、自動運転の自動車を例にその構成要素について説明した。センシ

ング・頭脳・機械のそれぞれの要素について役割を説明し、応用として、大学で研究している畜産

の自動制御について紹介した。 

 

 

題  目  明日をつくる土木環境工学 

 担当教員  土木環境工学プログラム 入江 光輝 

 日時 講義先  7月27日（水）10:40～12:10  

長崎県立佐世保西高校(オンライン) 10名 

 講義内容 

  土木の仕事，歴史，最新の技術を紹介し，現代社会における土木の課題などについて解説した。

また，工学部工学科の紹介，土木環境工学プログラムのカリキュラム，JABEE，就職状況，総合型

選抜の入試，学生生活について説明した。 

 

 

題  目  超スマート社会を実現するためのナノテクノロジー 〜ものづくりやエネルギー

活用における工学の役割〜 

 担当教員  応用物理工学プログラム 福山 敦彦 

 日時 講義先  10月22日（土）9:45～11:15 

都城西高等学校 25名 

 講義内容 

  日本が置かれている現状、および来たる超スマート社会について紹介し、それらに工学がどのよ

うな役割を果たしているか、今後どんなテクノロジーが必要とされているかを概説した。 

 

題  目 電気電子工学って何 

 担当教員  電気電子工学プログラム 吉野 賢二 

 日時 講義先  10月19日（水）1回目 13:25～14:25 2回目 14:35～15:35  

日向高等学校 1回目 6名、2回目 7名 

 講義内容 
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  電気および電子の言葉の意味（語源）を歴史的に説明し、さらに現代の電気工学、電子工学、さ

らに融合した電気電子工学とはどういう内容（学問）かを丁寧に説明した。 

 

 

題  目 スマホで電子デバイスは、どのように使われているか？ 

 担当教員  応用物理工学プログラム 前田 幸治 

 日時 講義先  10月19日（水）1回目 13:25～14:25 2回目 14:35～15:35  

日向高等学校 1回目 15名、2回目 14名 

 講義内容 

 高校生にも身近なスマホを例に、IoTとしても用いられるセンサーと集積回路について、用語の説

明や動作原理、それら電子デバイスがどのように活用されているかを講義した。いくつかの電子デ

バイスや電子材料を回覧して、直接手に取って見てもらい印象付けた。 

 

 

題  目 宮崎から再生可能エネルギー１００％を目指して 

 担当教員  電気電子工学プログラム 西岡 賢祐 

 日時 講義先  10月28日（金） 15:30～16:30  

日向高等学校 14名 

 講義内容 

 宮崎で開発されている再生可能エネルギーの技術について、基礎から応用まで講義する。 
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再生可能エネルギー関連産業群形成を目指した高度人材創出プログラム 

 

太陽光発電プロジェクト 

吉野 賢二 

 

宮崎大学工学部では、将来に技術開発の核となりうる高度な専門技術を身につけた技

術者を育成するために、太陽光発電に関する総合的教育プログラムをいち早く立ち上げ、

これまで十年間にわたって継続的に実施してきた｡令和4年度も引き続き｢再生可能エネ

ルギー関連産業群形成を目指した高度人材創出プログラム｣を実施した｡これは、学生や

中小企業の技術者を対象とし、大学教員や企業の専門家を講師として、学問的基礎から

実学的話題までを習得することを目的とする事業である｡今年度は前年度と同様、新型

コロナウイルスの感染拡大の影響により、対面とオンラインのハイブリッド方式を利用

し、工学部の福山敦彦先生の元、応用講座となる1コマを実施した。 

 

 

 

 

中小企業ものづくり講座 

日 付 テ ー マ 講 師 参加（合計）

プロセスインフォマティクスを活用したエネルギー材料開発 沓掛 健太朗（理化学研究所）
30人12月12日

宇佐美 徳隆（名古屋大学）

令和４年度 講演会 参加者人数

太陽光発電主力電源化に向けた先端材料プロセス
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宮崎大学工学部では、地域との連携の一環として、地元企業からの卒論テーマを募集し、学生の研究課

題としております。平成１９～令和４年度の１６年間に採択され、実際に取り組んだテーマの一覧（提案

企業、研究内容、担当教員）を記載します（平成２９年度、令和元年度、令和２年度採択なし）。 

 
 

平成１９年度（７件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

(有)新福青果 ミニゴボウ収穫方法に関する研究（引抜き収穫の

ための力学的検討） 

鄧教員 

(株)沖マイクロデザイン 液晶ドライバの位相補償法に関する検討 淡野教員 

(株)沖マイクロデザイン アナログ集積回路の高線形化技術 淡野教員 

宮崎県木材利用技術センター 蒸気加熱式木材乾燥機内の風速分布に関する研究 平野教員 

旭化成ケミカルズ(株) 結晶セルロース（MCC)粒子表面と多糖類間相互作

用のミクロシミュレーション解析 

湯井教員 

(株)ブリヂストン 難燃性イオン液体の開発 保田教員 

白上教員 

宮崎県企業局 自然エネルギーから作った電気で水を分解して水

素を取り出す研究 

大坪教員 

 

 

 

平成２０年度（８件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

(株)ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発及びその光・電気化学的

挙動解析 

白上教員 

富士シリシア化学株式会社 コバルトフリー型新規湿度インジケーターの開発 保田教員 

旭化成ケミカルズ（株） 晶性セルロース（ＭＣＣ）粒子表面と多糖間相互

作用のミクロシミュレーション解析 

湯井教員 

（株）沖マイクロデザイン ＬＳＩ内部に作り込む温度センサー回路 淡野教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なデー

タベースの構築 

淡野教員 

三和精密工業株式会社 アルミ鋳造用金型の熱損傷分析と改善策の検討 鄧教員 

（有）新福青果 ミニゴボウ生産用農機の開発 鄧教員 

（株）ホンダロック フレキシブルワーク固定治具の開発 鄧教員 

 

 

平成２１年度（３件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

企業提案による卒論テーマ 

40



(株)ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発 白上教員 

(株)ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅ

ｂデータベースの構築 

淡野教員 

田村教員 

(株)ホンダロック生産技術部 ピン・プレート型フレキシブルワーク固定治具の

開発 

鄧教員 

 

平成２２年度（７件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

東京国際技術研究所 平板反射集光型太陽電池の出力特性の評価 迫田教員 

(株)ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅ

ｂデータベース構築・運用 

淡野教員 

田村教員 

社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセ

ンター 

視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システ

ムの開発 

淡野教員 

田村教員 

(有)鹿嶋福祉器研究所 福祉用具らくらくつりわ金具による故意の事故防

止対策研究 

淡野教員 

田村教員 

(株)ウィズダム 新たな農薬散布機器の開発：効果の理論的解析と

人体への影響に関する考察 

淡野教員 

(株)ブリジストン中央研究所 発光性イオン液体の開発 白上教員 

(株)ホンダロック生産技術部

基幹技術課 

フレキシブルワーク固定治具の実用化 鄧教員 

  

 

平成２５年度（２件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

東九州メディカルバレー構想 

コーディネータ 

ロコモ症状と年齢との相関に関する研究 鄧教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和性能の向上に関する研究 鄧教員 

 

平成２６年度（１件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和技術と面の耐久性に関する研

究 

鄧教員 

平成２３年度（４件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセ

ンター 

視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システ

ムの開発 

田村教員 

(株)ウィズダム ナノミスト噴霧装置を用いた農作物への忌避剤噴

霧実験 

淡野教員 

(株)ひなもり銘木 発光性イオン液体の開発 白上教員 

(株)キヨモトデックイチ自動

機部 

汎用根菜収穫期の実用化 鄧教員 
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平成２７年度（１件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

(有)よしたにクロージング バンドによる人の状態・・姿勢変化に関する研究

について                    

―高齢者、介護者の生活の質改善を目指して― 

田村教員 

 

 

平成２８年度（２件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

社会福祉法人まほろば福祉会 障害の程度に合った入力インターフェイスの検証

とその活用方法 

田村教員 

吉玉精鍍株式会社 

情報ＳＧ課 

ロコモ測定電動昇降椅子の設計と製作コスト評価 鄧教員 

 

 

平成３０年度（３件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

旭化成㈱ 不織布工場  

技術開発室 
不織布製品の表面品位の定量化 

田村教員 

日南市漁業協同組合 ひき縄釣り用しゃくり機の開発 鄧教員 

宮崎県総合農業試験場 

果樹部 

アシストスーツが落葉果樹栽培の省力化や軽労化

に与える影響について 

田村教員 

 

 

令和３年度（３件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

株式会社塩川産業 
家庭系生ごみの回収ポテンシャルと有効利用に関

する研究 

関戸教員 

株式会社塩川産業 
不燃性廃棄物を利用した固化物の物理特性に関す

る研究 

関戸教員 

宮崎県企業局工務課 
一級河川大淀川水系本庄川及び綾北川上流域山間

部における降雨と濁水発生の相関に関する研究 

村上教員 

 

 

 

 

令和４年度（３件） 

提案企業 研究内容 担当教員 
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宮崎県企業局工務管理課 
一級河川大淀川水系本庄川及び綾北川上流域山間

部における降雨と濁水発生の相関に関する研究 

村上教員 

一般社団法人 宮崎県産業資

源循環協会 
宮崎県の廃棄物資源循環戦略の提案 

関戸教員 

総合農業試験場 
マルチスペクトルカメラを利用した農産物の品質

評価技術の開発 

荒井教員 
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